
　　　　
（別添資料１）

事業所名 ジャルダン兵庫教室 支援プログラム（児童発達支援） 作成日 2025 年 2 月 20 日

法人（事業所）理念 様々な環境の中で関りをを持ち、自分らしく生きる力を育んでいく。

支援方針

①子どもたちの楽しい気持ち、できる喜びを分かち合い、安心安全に過ごせる場所を目指します。
②子どもたちが社会に出る、社会で生きていくために基本的習慣や人と人とのかかわりを大切にし生きる力の基礎づくりを支援します。
③自分らしく生き、笑顔でいるを大切に、子どもたちやご家族の喜ぶ姿をエネルギーに皆で成長します。④感謝の気持ちを忘れず、地域社会との交流に努めます。

営業時間 月曜日から
金曜日

10 時 0 分から 18 時 0 分まで 送迎実施の有無 あり なし

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活
・健康状態の把握。
・1日のスケジュールが分かりやすいように、カードで視覚化。
・トイレに行くタイミングの声掛け。　・手洗いの仕方をカードで視覚化し掲示。

運動・感覚
・遊びや活動を通して様々な感覚に刺激を与えて感覚を養う。　・室内でも十分に運動できるよう、運動スペースを活用。
・天気のいい日は戸外活動を取り入れる。　・感覚遊び等を取り入れ、手指に刺激を与えることで様々な感覚を楽しむ。
・自分で力のコントロールや体の使い方を学べるような遊びを行う。

認知・行動
・季節に合わせた製作を通して季節を感じる。　・ルールが統一されるよう、その都度声掛けを行う。
・タイマーの取り入れ。
・ひとりひとりに合わせた提案の仕方を行い、自己決定ができる経験を増やす。

言語
コミュニケーション

・様々な手段を使って表現したことに指導員が呼応することで伝わった実感を積み重ねコミュニケーション意欲を高める。
・遊びを通して平仮名や数字への興味関心を広げる。
・自分の気持ちを伝えたりその日にあったことを会話したりする時間を十分にとる。
・言語に限らず、身振り手振り等様々な手段を通して表現することの楽しさや自信をもって伝えることができる環境作りを行う。                                                                                                                                             

人間関係
社会性

・指導員や他児と一緒に行う活動や遊びを通して他者との関わりの経験を積む。
・思いを表現し、自分らしく過ごせる環境を提供する。　・役割のある活動を通して自己肯定感の向上を目指す。
・集団での活動や公共施設でのルールを知る。
・他者との関わり方や行動の仕方を理解するために声掛けを行う。                                                                                                                                

家族支援 ・できたこと、成長したこと、気になること等を送迎時や連絡で情報共有　を行う。
・必要に応じた面談。

移行支援 ・園への情報共有
・担当者会議への参加

地域支援・地域連携 ・地域の公共施設への見学。
・相談支援事業所等に様子を報告し情報共有することで連携を図る。

職員の質の向上

・毎月の会議、事業所内研修の実施。
・虐待防止、身体拘束、感染症等に関しての研修。
・外部研修参加及び報告。
・定期的な活動内容のミーティングの実施。

主な行事等

・お誕生日会　・クッキング　・長期休業時のおでかけ、施設外での体験活動（梅ちぎり、美術館博物館見学、動物園、水族館　等）　・避難訓練（年2回）
・季節ごとのイベント
（進級・入学お楽しみ会、こどもの日、七夕、ハロウィンパーティー、クリスマス会、初詣、お餅を食べようの会、節分、ひな祭り、お花見　等）


